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平
成
二
十
三
年
五
月
十
八
日
（金
）午
後
一
時
よ
り
、

色
鮮
や
か
な
薔
薇
が
満
開
の
港
の
見
え
る
丘
公
園
の

「
神
奈
川
近
代
文
学
館
」大
ホ
ー
ル
に
於
い
て
二
十
三

年
度
の
神
奈
川
県
漢
詩
連
盟
総
会
が
、
出
席
者
総
勢

七
十
八
名
の
下
に
開
催
さ
れ
た
。 

冒
頭
、
中
山
会
長
か
ら
本
年
十
月
を
以
っ
て
連
盟
が

目
出
度
く
創
立
五
周
年
を
迎
え
、
こ
れ
を
期
に
連
盟

の
益
々
の
発
展
を
願
っ
て
、
役
員
体
制
の
大
幅
な
刷
新

を
行
う
旨
の
お
話
が
あ
っ
た
。 

 
 

        
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

次
い
で
、
田
原
事
務
局
長
か 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ら
、
今
後
の
新
体
制
の
詳
細 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

に
つ
い
て
の
提
案
、
更
に
は
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

二
十
二
年
度
の
活
動
状
況 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

報
告
、
決
算
報
告
及
び 

二
十
三
年
度
の
活
動
計
画
、
予
算
計
画
が
報
告 

さ
れ
何
れ
も
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。 

 

一
、
人
事
運
営
体
制
に
つ
い
て 

 

（一
）中
山
会
長
及
び
田
原
事
務
局
長
は
平
成 

 
 

 
 

二
十
三
年
十
月
十
四
日
を
以
っ
て
退
任 

 
 

 
 

す
る 

 

（二
）後
任
の
新
会
長
は 

岡
崎
満
義
氏
（現
副 

 
 

 
 

会
長
）、 

新
事
務
局
長
は
桜
庭
慎
吾
氏
（現 

 
 

 
 

執
行
理
事
）  

 
 

  

（三
）十
月
十
四
日
ま
で
を
引
継
ぎ
期
間
と
す
る 

（四
）連
盟
の
諸
活
動
を
円
滑
に
し
、
よ
り
活
性
化

す
る
為
に
、
運
営
委
員
会
制
度
を
導
入
す

る
。 

運
営
委
員
は
次
の
六
名
と
す
る 

 
 

 
 

 
 

 
  

川
上
修
己 

高
津
有
二 

中
島
龍
一 

 

三
村
公
二 

吉
岡
昭
夫 

室
橋
幸
子 

 

二
、
二
十
二
年
度
決
算 

及
び 

二
十
三
年
度
予
算 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（１
１
ペ
ー
ジ
記
載
）  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

総
会
議
事
終
了
後
に
は
石
川
先
生
に
よ
る
「
自
然
を

詠
う
」と
題
し
て
の
楽
し
く
、
含
蓄
の
あ
る
講
演
が
行 

 
 

 

わ
れ
た
。 

こ
の
詳
細
は
４
ペ
ー
ジ
に
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
。 

 

こ
の
後
、
場
所
を
「
ホ
テ
ル
ポ
ー
ト
ヒ
ル
」
に
移
し
て
賑

や
か
に
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
六
十
一
名
の
参
加
を
み

ま
し
た
。 

皆
さ
ん
の
ご
挨
拶
の
後
、
石
川
先
生
、
窪
寺
先
生
か
ら

総
会
を
祝
っ
て
の
詩
が
発
表
さ
れ
た
。 

 

神
奈
川
県
連
総
会
有
感 

 
 

 

石
川
岳
堂 

 
 

 

綠
樹
風
清
初
夏
時 

 
 

相
州
今
日
有
佳
期 

 
 

 

鷗
盟
集
處
説
無
盡 

 
 

山
水
田
園
陶
謝
詩 

 

 
   

遊
横
浜
港
見
丘
公
園 

 
    

窪
寺
貫
道 

南
薫
度
港
到
晴
丘 

 

依
舊
薔
薇
芬
郁
周 

愉
景
騷
人
又
蜂
蝶 

 

花
間
來
往
共
爲
儔 

 

こ
の
二
つ
の
詩
を
何
時
も
の
よ
う
に
住
田
笛
雄
監
事
が

自
慢
の
喉
で
朗
々
と
吟
じ
拍
手
喝
采
を
あ
び
た
。
続
い

て
各
代
表
者
の
ご
挨
拶
、
詩
吟
な
ど
の
余
興
と
続
き
、

最
高
の
盛
り
上
が
り
の
下
に
、
５
周
年
記
念
総
会
の
懇

親
会
は
お
開
き
に
な
っ
た
。 

尚
、
席
上
、
創
立
５
周
年
を
記
念
し
て
発
刊
し
た
漢

詩
集
『神
奈
川
清
韻
』の
合
評
会
が
実
施
さ
れ
た
。
石

川
、
窪
寺
両
先
生
の
ご
講
評
と
、
役
員
の
皆
さ
ん
の
投

票
に
よ
り
選
ば
れ
た
優
秀
作
品
の
発
表
と
表
彰
が
あ

っ
た
。
合
評
会
の
詳
細
は
３
ペ
ー
ジ
記
事
を
ご
覧
下
さ

い
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（三
村
記
） 

 
 
 

平
成
二
十
三
年
度
連
盟
総
会 

開
か
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

目
出
度
く
五
周
年
を
迎
え
る 

  第  １０  号 
神奈川県漢詩連盟 

横浜市旭区中沢 
   ３－３９－９ 

ＴＥＬ－ＦＡＸ 
 045-361-2033 
 

 発行人  中山 清 
 編集人  田原健一   

 



  神奈川県漢詩連盟会報 第１０号               漢詩神奈川                       平成２３年（２０１１）７月２０日 

2 

 
 

五
周
年
か
ら
十
周
年
へ向
か
っ
て 

 
 

 
 

 

こ
れ
ま
で
に
出
来
た
事 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

こ
れ
か
ら
し
た
い
事 

 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
崎 

満
義 

 
 

神
奈
川
県
漢
詩
連
盟
は
今
年
で
、
創
立
五
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。
そ
の
さ
さ
や
か
な
記
念
碑
と
し
て
、
会

員
八
十
八
人
の
作
品
を
集
め
た｢

神
奈
川
清
韻｣

を
刊

行
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
昨
秋
か
ら
数
回
、
執
行

理
事
と
編
集
委
員
が
集
ま
り
作
品
の
検
討
、
編
集
、
パ

ソ
コ
ン
に
よ
る
文
字
入
力
な
ど
の
作
業
を
進
め
、
無
事

発
行
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。 

 

振
り
返
っ
て
み
る
と
、
こ
ん
な
に
ス
ム
ー
ズ
に｢
神
奈

川
清
韻｣

刊
行
作
業
が
出
来
た
の
は
、
此
の
五
年
間
、

毎
年
春
に
六
回
、
秋
に
一
回
の
新
人
入
門
講
座
が
開

け
た
こ
と
で
、
神
漢
連
の
人
的
組
織
的
基
礎
が
し
っ
か

り
固
ま
っ
た
か
ら
こ
そ
で
す
。
中
山
清
会
長
の
厳
し
い

講
義 

田
原
健
一
事
務
局
長
の
キ
メ
細
か
な
フ
ォ
ロ
ー

が
あ
っ
て
、
途
中
で
脱
落
す
る
人
も
き
わ
め
て
少
な
く
、

神
漢
連
の
会
員
と
な
っ
て
も
ら
う
事
が
で
き
ま
し
た
。 

 

入
門
講
座
を
無
事
卒
業
し
た
人
は
年
度
ご
と
に
吟

社
を
作
り
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
役
の
理
事
も
加
わ
っ
て
、

二
ヶ
月
に
一
回
ず
つ
の
勉
強
会
が
続
い
て
い
ま
す
。
こ

れ
が
よ
か
っ
た
。
メ
ン
バ
ー
の
交
流
が
よ
り
深
ま
っ
た
の

で
す
。 

 

そ
れ
と
平
行
し
て
、
会
員
の
研
修
会
（
選
句
方
式
の

導
入
）を
春
秋
各
一
回
、
吟
行
会
も
年
一
回
、
欠
か
さ

ず
に
続
け
会
員
相
互
の
な
ご
や
か
な
交
流
が
年
々
進

化
し
て
き
ま
し
た
。 

 

こ
の
よ
う
な
活
動
が
あ
っ
て
、
神
漢
連
の
基
礎
固
め

は
順
調
に
進
ん
で
き
ま
し
た
。
此
の
基
礎
、
土
台
作
り

は
今
後
と
も
手
抜
き
す
る
こ
と
な
く
続
け
て
い
か
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
自
分
も
漢
詩
を
作
っ
て
み
よ
う

と
い
う
“新
人
”への
呼
び
か
け
と
し
て
、
神
奈
川
新
聞

や
朝
日
新
聞
な
ど
への
情
報
提
供
、
ま
た
も
っ
と
直
接

的
に
書
道
や
吟
詠
の
グ
ル
ー
プ
への
働
き
か
け
を
更
に

強
化
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

五
年
間
の
成
果
を
確
か
め
な
が
ら
、
新
し
い
活
動
も

加
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
い
き
な
り
の 

漢
詩
実
作
の
ハ
ー
ド
ル
は
高
い
、
と
思
う
人
に
は
漢
詩

鑑
賞
コ
ー
ス
を
作
っ
て
み
る
。
ま
た
、
中
国
語
で
漢
詩
を

読
む
講
座
も
可
能
で
し
ょ
う
。
そ
の
よ
う
な
漢
詩
教
養

講
座
が
定
着
し
て
く
れ
ば
、
地
域
の
小
学
校
、
中
学
校
、

高
等
学
校
に
も
総
合
学
習
の
一
つ
と
し
て
提
案
で
き

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
同
様
に
生
涯
学
習
に
力
を
入

れ
る
自
治
体
と
も
、
提
携
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
と
も
な
り

そ
う
な
気
が
し
ま
す
。
一
挙
に
手
を
広
げ
る
こ
と
は

出
来
ま
せ
ん
が
、
一
年
に
一
つ
新
し
い
事
業
を
プ
ラ
ス

し
て
い
く
よ
う
に
出
来
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

 

も
う
ひ
と
つ
、
地
元
の
神
奈
川
新
聞
と
な
ん
と
か
太

い
パ
イ
プ
を
作
れ
な
い
も
の
か
、
と
考
え
ま
す
。
「南
信

州
新
聞
」に
は
漢
詩
の
常
設
欄
（地
元
の
漢
詩
紀
行
と

過
去
、
現
在
の
作
品
）
が
二
つ
も
あ
り
ま
す
。
ど
の
新

聞
に
も
俳
句
、
短
歌
欄
は
あ
る
の
で
、
そ
の
半
分
で
も 

漢
詩
登
場
の
場
を
設
け
て
も
ら
え
な
い
か
と
願
っ
て
い

ま
す
。 

 

時
代
は
猛
ス
ピ
ー
ド
で
超
少
子
高
齢
化
社
会
へと
向

か
っ
て
い
ま
す
。
と
い
う
こ
と
は
、
世
界
一
の
長
寿
社
会 

と
い
う
こ
と
で
す
。
か
っ
て
、
一
身
に
し
て
二
世
を
生

き
る
、
そ
ん
な
大
才
能
人
が
い
ま
し
た
が
、
今
や
誰
も

が
そ
の
よ
う
に
生
き
る
、
い
や
、
生
き
ざ
る
を
得
な
い 

時
代
に
な
り
ま
し
た
。 
 

新
し
い
ア
マ
チ
ュ
ア
の
時
代
が
来
た
と
捉
え
て
い
ま
す
。

プ
ロ
に
な
る
必
要
は
無
い
、
プ
ロ
に
な
ら
な
い
楽
し
み
が 

ア
マ
チ
ュ
ア
に
は
あ
り
ま
す
。
ア
マ
チ
ュ
ア
は
プ
ロ
の
予
備

軍
で
は
な
く
、
新
し
い
価
値
を
楽
し
み
な
が
ら
模
索
す

る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
持
つ
は
ず
で
す
。 

 

神
奈
川
県
漢
詩
連
盟
も
そ
ん
な
ア
マ
チ
ュ
ア
の
組
織

で
あ
り
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

次
期
事
務
局
長
に
推
さ
れ
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

桜
庭 

慎
吾 

 

平
成
十
八
年
に
発
足
し
た
神
奈
川
県
連
は
、
中
山

清
会
長
の
良
き
指
導
の
も
と
、
田
原
健
一
事
務
局
長

の
精
力
的
な
献
身
に
よ
り
、
活
発
な
諸
活
動
の
展
開

が
図
ら
れ
、
会
員
数
も
こ
の
五
年
間
に
三
倍
近
く
に

増
加
し
全
国
の
県
連
の
中
に
お
い
て
も
大
き
な
躍
進
の

足
跡
を
遺
さ
れ
た
こ
と
に
深
堪
の
敬
意
を
表
し
ま

す
。 

 

今
回
は
か
ら
ず
も
事
務
局
長
職
の
後
任
に
推
さ
れ

ま
し
た
が
、
前
記
の
様
な
運
営
委
員
制
度
の
導
入
に
よ

り
役
員
、
運
営
委
員
が
一
体
と
な
っ
て
諸
活
動
が
推
進

さ
れ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

神
奈
川
県
連
の
活
動
の
特
徴
は
前
任
者
の
布
か
れ
た 

“新
人
研
修
会
” 

を
初
め
と
す
る
各
種
研
修
会
等
の

ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
こ

の
路
線
を
さ
ら
に
強
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
私
共
の

県
連
の
活
動
の
一
層
の
充
実
と
会
員
の
増
強
に
努
め

て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
会
員
各
位
に
お
か
れ
ま

し
て
は
一
層
の
ご
支
持
と
ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上

げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。 
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運
営
委
員
制
度
の
導
入
に
あ
た
っ
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

三
上
光
敏 

 

こ
の
度
、
こ
れ
か
ら
の
神
奈
川
漢
詩
連
盟
（以
降
、
神

漢
連
）の
運
営
に
あ
た
っ
て
運
営
委
員
制
度
が
導
入
さ

れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
導
入
の
経
過
や
狙
い
を
ご
説
明

し
て
、
会
員
の
皆
様
の
一
層
の
ご
協
力
を
い
た
だ
く
一

助
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

現
在
、
神
漢
連
の
会
員
は
五
月
十
八
日
現
在
、
百

六
十
一
名
で
す
が
、
今
後
は
当
然
で
す
が 

更
な
る
会

員
増
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
発
足
当
時
の
よ
う
に

会
員
が
少
人
数
の
と
き
は
そ
の
運
営
は
極
力
少
人
数

（出
来
れ
ば
ひ
と
り
）で
の
運
営
が
、
現
実
的
で
あ
り
又

効
率
的
で
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
会
員
数
が
多
く
な

る
過
程
で
は
、
ど
う
し
て
も
組
織
的
な
対
応
が
不
可

欠
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
一
方
、
会
員
の
活
性
化
を

図
る
視
点
か
ら
は
大
勢
の
方
に
連
盟
の
運
営
に
携
わ
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
神
漢
連
の
飛
躍
に
繋
が
り
ま
す
。

そ
し
て
組
織
的
な
対
応
を
進
め
る
上
で
の
課
題
は
ふ

た
つ
、
ひ
と
つ
は
仕
事
の
細
分
化
・区
分
の
仕
方
、
ふ
た

つ
に
は
現
状
の
運
営
に
あ
た
っ
て
の
規
約
や
約
束
事
と

の
整
合
性
を
と
る
こ
と
か
と
思
い
ま
す
。
前
者
は
現
状

を
適
度
の
大
き
さ
・単
位
に
分
割
す
る
こ
と
で
対
応
で

き
ま
す
が
、
後
者
は
執
行
理
事
と
そ
の
業
務
に
精
通

し
た
新
た
な
人
た
ち
の
発
掘
と
新
た
な
役
割
分
担
で

す
。 

今
回
の
導
入
の
特
徴
は
、
現
行
の
規
約
を
変
え
る
こ
と

な
く
、
そ
の
運
営
に
精
通
し
た
方
々
（
運
営
委
員
）
に

入
っ
て
い
た
だ
い
て
執
行
理
事
と
一
緒
に
な
っ
て
運
営

し
て
頂
く
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
現
在
、
執
行
理
事
は
中

山
、
岡
崎
、
田
原
、
桜
庭
、
水
城
、
城
田
氏
お
よ
び
三

上
の
７
名
、
運
営
委
員
は
川
上
、
高
津
、
中
島
、
三
村
、

室
橋
お
よ
び
吉
岡
氏
の
６
名
で
す
。 

具
体
的
に
は
、
従
来 

田
原
健
一
事
務
局
長
が
や
っ

て
こ
ら
れ
た
運
営
業
務
を
分
割
し
て
会
員
管
理
、
会

報
、
会
場
手
配
、
初
心
者
入
門
講
座
、
研
修
会
、
吟
行

会
、
総
会
・理
事
会
、
会
計
お
よ
び
パ
ソ
コ
ン
の
活
用
や

会
員
増
強
施
策
等
新
規
案
件
対
応
の
９
部
門
に
細
分

し
、
そ
の
各
々
に
適
材
適
所
の
方
々
に
お
願
い
し
ま
し

た
。
役
割
分
担
は
以
下
の
通
り
で
す
。
（敬
称
略
） 

 

会
員
管
理
：
入
会
・退
会
・住
所
等
一
元
管
理 

 

◎
三
上
、
水
城
、
三
村
、
吉
岡 

会
報   

：
年
二
回
、 

各
二
百
部 

 
   

 
 

中
島
、
三
村
、
吉
岡 

会
場
手
配
：
総
会
、
講
座
等
会
場
の
確
保 

 
 

 
 

 
 

高
津 

初
心
者
講
座
：
会
場
確
保
、
新
聞
社
七
社
へ依
頼 

 
◎
桜
庭
、
田
原
、
高
津
、
中
島 

研
修
会  
：
詩
稿
纏
め
等
運
営
全
般 

 
 

 
  

◎
城
田
、
水
城
、
川
上 

吟
行
会  

：
企
画
、
来
賓
予
約
、
調
査
・実
施 

    
 

◎
三
上
、
高
津
、
室
橋 

総
会
・理
事
会
：
日
程
調
整
等
運
営
全
般 

 
 

 
  

◎
岡
崎
、
◎
桜
庭 

会
計    

：
連
盟
会
計
全
般 

 
 

 
 

  

吉
岡 

新
規
案
件
：
業
務
効
率
化
、
会
員
増
強
等 

 
 

 
  

◎
三
上
、
水
城
、
三
村
、
吉
岡 

 
 

現
在
、
早
速
に
活
動
を
始
め
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は

今
秋 

新
た
に
事
務
局
長
に
就
任
さ
れ
る
桜
庭
慎
吾

氏
の
ご
指
導
の
も
と
上
記
の
組
織
を
挙
げ
て
更
な
る

神
漢
連
の
飛
躍
に
繋
げ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど
う
か

会
員
の
皆
様
の
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
現
事
務
局
長 

田
原
健
一
氏

の
神
漢
連
創
立
以
来
の
ご
苦
労
に
対
し
て
心
か
ら
感

謝
を
申
し
上
げ
、
合
せ
て
こ
れ
か
ら
も
連
盟
発
展
の
た

め
お
力
添
え
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。  

  

神
奈
川
清
韻 

漢
詩
集
発
刊 

  

当
漢
詩
連
盟
は
創
立
五
周
年
の
記
念
事
業
と
し
て

漢
詩
集
を
四
月
一
日
に
発
刊
し
ま
し
た
。 

一
人
一
首
で
八
十
八
人
の
方
々
か
ら
作
品
が
寄
せ
ら

れ
、
見
事
な
詩
集
が
完
成
し
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
協
力

に
感
謝
い
た
し
ま
す
。 

 

編
纂
は
岡
崎
編
集
委
員
長
の
も
と
十
一
人
の
委
員

お
よ
び
中
山
連
盟
会
長
に
よ
る
最
小
限
の
確
認
、
推

敲
の
う
え
、
ご
本
人
と
相
談
し
決
定
稿
と
し
た
た
め
、

い
さ
さ
か
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
。 

 

ま
た
窪
寺
先
生
に
全
般
に
わ
た
り
目
を
通
し
て
い
た

だ
き
ご
批
正
を
賜
り
ま
し
た
。 

 

県
連
の
総
会
後
の
懇
親
会
に
お
い
て
、
石
川
先
生
と

窪
寺
先
生
か
ら
幾
つ
か
の
目
立
っ
た
作
品
に
対
し
て
講

評
を
頂
き
ま
し
た
。 

ま
た
県
連
理
事
に
よ
る
合
評
の

結
果
、
吉
岡
さ
ん
と
中
野
さ
ん
の
詩
に
対
し
て
高
得

点
が
与
え
ら
れ
、
連
盟
の
岡
崎
副
会
長
か
ら
賞
品
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。  

 
 

 
 

 
 

 

（中
島
記
） 
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神
代
櫻 

甲
州
客
中
作 

 

吉
岡
昭
夫 

 
訪
尋
名
樹
養
花
天 

 

訪
尋
す
名
樹 

養
花
の
天 

 
擬
視
芳
葩
帯
淡
烟 

 

凝
視
す
る
芳
葩 

淡
烟
を
帯
ぶ 

 

聞
説
其
生
凌
鶴
寿 

 

聞
説 

其
の
生 

鶴
寿
を
凌
ぐ
と 

 

清
容
自
若
宛
神
仙 

 

清
容 

自
若
と
し
て
宛
ら
神
仙 

  
 

自
学
友
見
贈
新
米 

 
 

中
野
国
武 

 

情
味
到
来
寒
露
晨 

 
情
味 
到
来 

寒
露
の
晨 

 

開
筐
粒
粒
白
于
銀 

筐
を
開
け
ば
粒
粒 

銀
よ
り
も
白
し 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

 

新
炊
薫
満
厨
房
裏 

 

新
炊 
薫
り
は
満
つ
厨
房
の
裏 

  
 

錦
繍
家
山
歸
思
頻 

 

錦
繍
の
家
山 
帰
思 
頻
り
な
り 

  

吉
岡
昭
夫
氏 

 

感
想
を
求
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
正
直
言
っ
て
面
映
ゆ

い
よ
う
な
申
し
訳
な
い
よ
う
な
気
持
で
す
。 

と
い
い
ま
す
の
は
、
採
点
の
内
訳
で
は
皆
さ
ん
ほ
ん

の
僅
か
の
差
で
す
。
ま
た
他
に
、
あ
る
い
は
ダ
ブ
ル
で
、

石
川
先
生
や
窪
寺
先
生
の
評
価
を
受
け
ら
れ
た
方
々

も
お
ら
れ
ま
す
。
と
い
う
こ
と
は
、
「審
美
の
基
準
」と

い
う
の
は
必
ず
し
も
一
元
的
で
は
な
い
よ
う
に
思
い
ま

す
。 次

に
、
評
価
を
受
け
ら
れ
て
当
日
感
想
を
述
べ
ら

れ
た
方
々
の
中
で
、
漢
詩
を
作
ら
れ
て
か
ら
私
同
様

に
ま
だ
日
が
浅
い
と
仰
る
方
が
、
何
名
か
お
ら
れ
た
の

で
こ
れ
は
あ
る
意
味
で
励
み
に
な
り
ま
し
た
。 

作
詩
の
為
に
は
、
韻
や
平
仄
、
起
承
転
結
の
構
成
、

あ
る
い
は
語
彙
の
充
実
と
い
っ
た
、
技
術
的
な
精
進
も

勿
論
大
切
と
思
い
ま
す
が
、
も
う
一
つ
「感
性
」の
練
磨

も
肝
心
な
よ
う
に
思
い
ま
す
。
日
が
浅
く
と
も
い
い
詩

を
作
ら
れ
る
方
は
こ
れ
が
優
れ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。
「感
性
」は
必
ず
し
も
技
術
の
高
さ
や
経
験
の
深

さ
に
は
拠
ら
な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。 

 

と
も
あ
れ
、
こ
れ
を
機
会
に
一
層
精
進
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
有
り
難
う
御
座
い
ま
し
た
。 

  

中
野
国
武
氏 

 

総
会
後
の
「神
奈
川
風
韻
」の
合
評
会
に
お
い
て
思
い

も
か
け
ず
、
表
彰
の
栄
に
浴
し
ま
し
た
。
感
激
し
ま
し

た
。
加
え
て
、
賞
状
の
代
り
と
言
う
こ
と
で
、
東
北
の

塩
釜
の
銘
酒
「浦
霞
」と
岡
崎
副
会
長
の
関
係
さ
れ
た

本
二
冊
を
頂
戴
致
し
ま
し
た
。
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。 

 

こ
の
詩
は
、
戦
前
の
学
生
時
代
八
年
間
、
寮
、
下
宿

を
共
に
し
た
越
後
魚
沼
出
身
の
友
人
か
ら
毎
年
出
来

秋
の
頃
、
新
米
が
届
け
ら
れ
る
こ
と
を
詠
ん
だ
も
の
で

す
。
お
互
い
に
卆
寿
を
迎
え
る
齢
に
な
り
ま
し
た
が
変

ら
ぬ
友
情
を
大
切
に
感
懐
に
ふ
け
っ
て
お
り
ま
す
。
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

  

石
川
忠
久
先
生
講
演
録
（二
十
三
年
度
総
会
）

『自
然
を
詠
う
詩 
山
の
詩
』  

 
 

 

 

先
程
来
の
皆
様
の
お
話
を
伺
っ
て
ま
し
て
、
神
奈
川

漢
詩
連
盟
は
大
変
な
も
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。
先
ず
、

皆
様
は
弁
が
立
つ
、
層
が
厚
い
、
こ
れ
に
は
本
当
に
参
っ

た
。
こ
の
方
式
が
全
国
に
及
ん
だ
ら
、
全
日
本
漢
詩
連

盟
は
万
々
歳
で
す
。
是
非
他
に
も
広
め
て
貰
い
た
い
。 

早
速
今
日
の
お
話
に
入
り
ま
す
。 

 

「自
然
を
詠
う
詩
」は
沢
山
あ
る
が
、
今
日
は
意
図
し

た
わ
け
で
は
な
い
が
、
絶
句
が
な
く
て
、
古
詩
、
律
詩
、

そ
れ
も
全
て
五
言
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

中
味
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。
殊
に
詩
の
構
成
の
仕
方
、

対
句
の
面
白
味
が
今
日
選
ん
だ
詩
に
は
あ
り
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
そ
の
辺
を
ご
覧
下
さ
い
。 

 

最
初
に
陶
淵
明
。
こ
の
人
は
何
と
云
っ
て
も
自
然
詩

の
源
流
で
す
。
一
番
の
先
輩
。
西
暦
で
云
っ
て
も
四
か

ら
五
世
紀
の
時
代
の
人
で
あ
り
ま
し
て
、
こ
れ
か
ら
ず

っ
と
自
然
詩
の
詩
が
唐
の
時
代
に
流
れ
て
い
く
。
陶
淵

明
か
ら
王
維
、
常
健
と
流
れ
て
行
き
ま
す
。 

 

そ
の
前
に
謝
霊
運
の
詩
を
見
ま
す
。
謝
霊
運
は
最
近

余
り
人
に
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
当
時
で
は

実
は
陶
淵
明
よ
り
有
名
だ
っ
た
。
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
詩
人

だ
っ
た
。
年
齢
は
丁
度
２
０
才
若
い
と
い
う
こ
と
は
、
謝

霊
運
に
は
陶
淵
明
の
影
響
が
あ
る
が
、
陶
淵
明
に
は
謝

霊
運
の
影
響
は
な
い
と
云
え
ま
し
ょ
う
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

講
演
さ
れ
る 

石
川
先
生 

 
 

  

そ
の
辺
の
問
題
は
今
日
は
は
し
ょ
り
ま
し
て
、
先
ず

陶
淵
明
の
看
板
の
詩
を
見
ま
し
ょ
う
。
陶
淵
明
と
云
え
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ば
先
ず
此
の
詩
と
云
う
、
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
看
板
の
詩

で
す
。
飲
酒
と
云
う
詩
が
二
十
首
あ
り
ま
す
が
、
こ
の

「其
の
五
」に
は
酒
は
出
て
来
ま
せ
ん
。
先
ず
読
ん
で
お

き
ま
し
ょ
う
。 

  
 

飲
酒
二
十
首 

 
 

陶
淵
明 

 
 

 
 

 

其
五 

 

結
廬
在
人
境 

廬
を
結
ん
で
人
境
に
在
り 

而
無
車
馬
喧 

而
も
車
馬
の
喧
し
き
無
し 

問
君
何
能
爾 

君
に
問
う 

何
ぞ
能
く
爾
る
や
と 

心
遠
地
自
偏 

心
遠
け
れ
ば 

地
自
ら
偏
な
り 

采
菊
東
籬
下 

菊
を
東
籬
の
下
に
采
り 

悠
然
見
南
山 

悠
然
と
し
て
南
山
を
見
る 

山
気
日
夕
佳 

山
気 

日
夕
に
佳
く 

飛
鳥
相
与
還 

飛
鳥 

相
与
に
還
る 

此
中
有
真
意 

此
の
中
に
真
意
有
り 

欲
弁
已
忘
言 

弁
ぜ
ん
と
欲
す
れ
ば
已
に
言
を
忘
る 

 

こ
れ
は
古
詩
で
す
。
古
詩
の
構
成
は
四
句
ず
つ
、
又
は

六
句
で
切
れ
る
。
こ
の
詩
は
四
句
プ
ラ
ス
六
句
。
後
半

の
六
句
は
又
四
句
と
二
句
に
切
れ
る
。 

 

廬
と
云
う
の
は
粗
末
な
家
の
こ
と
、
自
分
の
家
を
謙

遜
し
て
云
っ
て
い
る
。
人
里
の
中
に
廬
を
結
ん
で
い
る
が
、

車
馬
の
喧
し
さ
は
無
い
。
こ
れ
は
矛
盾
し
た
考
え
で
、

人
里
に
住
ん
で
居
れ
ば
車
馬
の
喧
し
さ
が
当
然
あ
る
。  

 
 

こ
の
往
来
の
喧
し
さ
は
、
自
分
も
出
か
け
、
人
も
来
る
。

人
里
に
住
ん
で
い
れ
ば
そ
う
い
う
付
き
合
い
が
あ
る
。  

 

従
っ
て
、
車
馬
の
喧
し
さ
が
当
然
に
あ
る
。
そ
れ
が
「無

い
」
と
云
っ
て
い
る
。
何
で
か
。
一
寸
、
君
に
聞
く
け
れ

ど
、
と
自
問
自
答
し
て
い
ま
す
。
ど
う
し
て
そ
う
い
う

こ
と
（人
里
に
住
ん
で
い
た
ら
当
然
に
あ
る
車
馬
の
喧

し
さ
）が
無
い
の
か
。 

 

そ
の
答
え
は
、
心
が
遠
け
れ
ば
地
は
自
か
ら
偏
と
な

る
。
つ
ま
り
、
心
の
持
ち
様
だ
と
云
っ
て
い
る
。
心
が
世

間
か
ら
遠
く
あ
れ
ば
、
住
ん
で
い
る
土
地
は
自
然
に
辺

鄙
に
な
る
。
物
理
的
な
問
題
で
は
な
く
、
精
神
的
な
問

題
だ
と
云
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
極
端
な
云
い
方
を
す

る
と
、
銀
座
四
丁
目
に
住
ん
で
い
て
も
隠
者
の
生
活
は

出
来
る
、
自
分
で
付
き
合
い
を
避
け
れ
ば
良
い
。
こ
れ

は
何
気
な
い
こ
と
の
よ
う
で
、
こ
の
時
代
の
精
神
を
実

に
良
く
表
し
て
い
る
。
と
云
う
の
は
、
陶
淵
明
は
実
は

貴
族
で
す
。
三
流
で
は
あ
る
が
貴
族
で
す
。
こ
の
詩
は

貴
族
社
会
に
見
せ
て
い
る
の
で
す
。
作
り
手
が
こ
の
詩

を
誰
に
見
せ
る
か
は
大
事
な
こ
と
で
、
今
日
だ
っ
た
ら

不
特
定
多
数
の
読
者
を
詩
人
は
意
識
す
る
だ
ろ
う
が
、

彼
は
特
定
少
数
者
に
見
せ
よ
う
と
思
っ
て
作
っ
て
い
る
。

社
会
の
狭
い
貴
族
社
会
の
中
で
こ
う
い
う
生
活
を
し
て

い
る
人
は
極
く
少
な
い
。
彼
は
四
十
一
才
の
時
に
さ
ら

り
と
宮
仕
え
を
辞
め
、
自
分
の
故
郷
に
帰
っ
て
き
た
。

と
云
っ
て
も
実
は
本
当
の
故
郷
に
帰
っ
て
い
な
い
。
そ
ん

な
こ
と
を
し
た
ら
、
詩
の
発
表
の
機
会
は
絶
無
に
な
っ

て
し
ま
う
。
こ
の
詩
が
残
っ
て
い
る
の
は
発
表
す
る
場
が

あ
っ
た
か
ら
で
す
。
陶
淵
明
の
時
代
の
都
は
南
京
で
し

た
。
こ
の
人
は
南
京
か
ら
少
し
揚
子
江
を
遡
っ
た
処
の

江
西
省
九
江
の
詩
壇
で
活
躍
し
た
。
も
う
宮
廷
の
官

職
は
離
れ
て
、
自
由
に
生
き
て
い
る
。
そ
の
自
由
に
生

き
て
い
る
と
云
う
こ
と
を
こ
れ
見
よ
が
し
に
詠
っ
て
い

る
の
で
す
。
俺
様
は
山
に
住
ん
で
い
る
わ
け
で
は
な
く
、

街
中
に
住
ん
で
い
る
。
そ
れ
で
も
こ
の
よ
う
な
生
き
方

が
出
来
る
ん
だ
ぞ
。
悔
し
か
っ
た
ら
や
っ
て
み
ろ
と
云

う
詩
な
の
で
す
。
実
際
問
題
と
し
て
貴
族
は
爵
位
と

か
、
官
職
の
位
と
か
が
大
切
で
、
そ
れ
に
し
が
み
つ
い
て

い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
貴
族
と
云
う
の
は
そ
う
し
た

も
の
が
あ
っ
て
始
め
て
貴
族
な
わ
け
で
す
。
そ
れ
を
棄

て
る
と
い
う
こ
と
は
非
常
に
危
険
な
わ
け
で
、
下
手
を

す
る
と
、
人
間
と
云
う
の
は
そ
う
し
た
誰
し
も
振
り

向
か
な
い
よ
う
な
存
在
に
な
る
の
は
恐
い
。
彼
は
そ
の

リ
ス
ク
を
敢
え
て
犯
し
た
の
で
す
が
、
「詩
」と
云
う
武

器
が
あ
っ
た
。
詩
を
読
ま
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
貴
族
社

会
で
の
存
在
が
保
た
れ
た
。
も
し
彼
に
詩
の
才
能
が
無

か
っ
た
ら
、
さ
ら
り
と
辞
め
た
ら
そ
れ
っ
切
り
で
す
。

誰
も
知
ら
な
く
な
る
。
彼
は
そ
う
な
ら
な
い
自
信
が

あ
っ
た
。
四
十
一
才
の
時
に
辞
め
て
も
、
詩
で
以
っ
て
立

つ
と
云
う
自
信
、
事
実
詩
壇
の
領
袖
と
し
て
活
躍
し
ま

し
た
。
こ
う
い
う
詩
を
作
っ
て
、
ど
う
だ
、
と
見
せ
る
。

都
会
に
住
ん
で
い
る
け
れ
ど
も
、
精
神
的
に
は
遠
く
離

れ
立
た
地
に
住
ん
で
い
る
。
そ
こ
で
ど
う
い
う
生
活
を

し
て
い
る
か
見
せ
て
や
る
。
こ
れ
が
最
初
の
四
句
。
次

が
そ
の
見
せ
て
や
る
内
容
で
す
。 

 

五
句
六
句
は
十
句
全
体
の
真
ん
中
で
、
こ
の
真
ん
中

に
山
が
来
る
よ
う
に
作
る
。
だ
ら
だ
ら
長
い
だ
け
で
は

駄
目
で
十
句
に
し
て
真
ん
中
に
山
を
持
っ
て
来
る
。
も

っ
と
長
い
詩
の
場
合
は
山
を
二
つ
作
る
。
そ
の
例
は
白

楽
天
の
長
恨
歌
な
ど
に
顕
著
に
出
て
い
る
。
あ
の
詩
は

百
二
十
句
も
あ
る
が
全
然
だ
れ
て
い
な
い
。
緊
密
な
群

を
作
っ
て
構
成
し
て
組
み
立
て
て
い
る
。
こ
の
詩
十
句
の

詩
で
あ
る
の
で
、
真
ん
中
五
、
六
句
目
に
山
を
持
っ
て

来
て
い
ま
す
。 

東
の
籬
の
下
で
菊
を
摘
む
。
季
節
感
が
出
て
い
る
。

「籬
」と
云
う
言
葉
に
よ
っ
て
住
ん
で
い
る
家
が
粗
末
で

あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
も
し
、
金
殿
玉
楼
の
よ
う

な
立
派
な
家
に
住
ん
で
い
た
ら
、
塀
も
立
派
な
塀
と
な
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る
。
併
し
俺
の
家
は
籬
だ
よ
と
云
う
。
本
当
に
籬
だ
っ

た
か
ど
う
か
、
そ
れ
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
詩
人
は
本
当

の
こ
と
ば
か
り
を
詠
う
と
は
限
ら
な
い
。
こ
れ
は
詩
の

世
界
で
す
か
ら
、
俺
の
今
居
る
心
の
世
界
を
皆
に
知

ら
せ
よ
う
と
。
さ
て
、
菊
を
何
故
摘
む
か
。
こ
れ
は
花

を
見
て
、
あ
あ
美
し
い
な
と
思
っ
て
飾
る
た
め
に
摘
む

の
で
は
な
い
。
食
べ
る
の
で
す
。
当
時
は
菊
の
花
は
漢
方

薬
と
し
て
重
要
な
も
の
だ
っ
た
。
こ
れ
を
食
べ
て
お
腹
の

虫
を
殺
し
て
、
長
寿
を
図
ろ
う
と
云
う
漢
方
薬
。
「菊

を
采
る
東
籬
の
下
」と
云
う
の
は
、
そ
う
い
う
意
味
で
、

決
し
て
観
賞
用
の
菊
を
摘
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
。
そ

う
し
て
、
「悠
然
と
し
て
南
山
を
見
る
」。
こ
れ
に
も
い

ろ
い
ろ
な
説
が
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
南
の
山
を
悠
然

と
見
る
と
云
う
の
が
普
通
の
説
で
す
が
、
「
悠
然
」
は

「南
山
」に
か
か
る
と
云
う
説
も
あ
る
。
「悠
然
た
る
南

山
を
見
る
」。
自
分
が
悠
然
と
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、

山
が
悠
然
と
し
て
い
る
と
。
ゆ
っ
た
り
と
し
た
山
、
山

は
そ
の
姿
を
変
え
る
事
は
無
い
。
そ
れ
に
引
き
か
え
て

人
間
は
年
を
取
っ
て
や
が
て
死
ぬ
。
で
す
か
ら
、
南
の

山
は
長
寿
の
象
徴
な
の
で
す
。
こ
れ
は
「詩
経
」の
詩
の

中
に
詠
わ
れ
て
い
る
。
古
く
三
千
年
も
昔
の
詩
が
入
っ

て
い
る
の
が
詩
経
で
す
が
け
れ
ど
、
そ
の
中
の
小
雅
、

「天
保
」と
云
う
詩
に
「南
山
の
寿
長
く
し
て
、
騫
け
も

せ
ず
崩
れ
も
せ
ず
」「南
山
の
よ
う
に
あ
り
た
い
な
あ
」

と
云
う
句
が
あ
る
。
詩
経
を
作
っ
た
人
々
は
、
現
在
の

西
安
と
い
う
街
が
あ
る
が
、
当
時
は
長
安
と
い
っ
た
。

長
安
の
南
に
秦
嶺
山
脈
が
あ
る
。
そ
れ
を
見
て
い
た
の

で
す
。
見
て
い
る
と
、
い
つ
も
何
時
も
同
じ
よ
う
な
形

を
し
て
た
た
な
わ
っ
て
い
る
。
「
い
い
な
あ
、
騫
け
も
せ

ず
崩
れ
も
せ
ず
、
あ
の
南
山
の
よ
う
に
あ
り
た
い
な

あ
」そ
う
云
う
詩
を
詩
経
の
時
代
の
人
達
が
詠
っ
て
い

る
。
そ
れ
を
利
用
し
た
。
実
は
陶
淵
明
の
故
郷
か
ら
見

え
る
山
は
南
山
で
は
な
い
。
彼
は
山
の
東
側
に
住
ん
で

い
た
の
で
西
の
方
に
見
え
る
筈
で
す
が
、
敢
え
て
彼
が

「南
山
」と
云
う
言
葉
を
使
っ
た
の
は
、
詩
経
の
人
々
が

使
っ
た
意
味
を
生
か
そ
う
と
し
た
。
で
す
か
ら
こ
の

「悠
然
と
し
て
南
山
を
見
る
」と
云
う
句
は
先
の
「菊
を

采
る
」
の
句
と
関
連
し
て
い
る
。
菊
を
摘
ん
で
長
寿
を

図
る
。
そ
し
て
南
の
山
を
見
て
、
あ
あ
南
の
山
は
悠
然

と
し
て
い
る
な
あ
。
す
る
と
陽
が
暮
れ
て
来
た
。
「山
気

日
夕
に
佳
く
」、
こ
の
日
夕
と
云
う
言
葉
も
詩
経
に
詠

わ
れ
て
い
る
言
葉
で
あ
り
ま
し
て
、
古
い
詩
語
で
す
。

日
の
夕
、
夕
暮
れ
が
と
っ
て
も
佳
い
。
一
寸
こ
こ
で
気
を

付
け
て
い
た
だ
き
た
い
。
原
文
の
方
を
見
て
く
だ
さ
い
。

原
文
の
方
は
「悠
然
と
し
て
南
山
を
見
る
」、
そ
の
つ
ぎ

は
「山
気
」と
云
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
分
か
ち
書
き
を
し

て
い
る
か
ら
気
が
付
き
に
く
い
が
「山
」が
続
い
て
い
ま

す
。
続
い
て
い
る
と
云
う
こ
と
は
、
こ
こ
で
切
る
な
と
云

う
こ
と
で
す
。
「
菊
を
采
る
東
籬
の
下
、
悠
然
と
し
て

南
山
を
見
る
、
山
気
日
夕
に
佳
く
」と
続
け
て
読
め
、

こ
の
四
句
は
つ
が
っ
て
い
る
の
だ
よ
と
。
「
南
の
山
を
見

て
悠
然
と
し
て
い
て
、
良
い
な
あ
、
夕
暮
れ
時
に
な
る

と
カ
ア
カ
ア
と
烏
が
帰
っ
て
い
く
。
「山
気
日
夕
に
佳
く

飛
鳥
相
い
与
に
還
る
」、
こ
の
何
気
な
い
情
景
の
中
に
本

当
の
意
味
が
あ
る
。
人
生
の
本
当
の
意
味
が
あ
る
。
つ

ま
り
、
人
生
如
何
に
生
く
べ
き
か
と
云
う
永
遠
の
命
題

が
あ
る
わ
け
で
、
こ
れ
に
対
し
、
陶
淵
明
な
り
の
解
答

を
出
し
て
い
る
。
こ
こ
に
人
生
の
本
当
の
意
味
が
あ
る
。

そ
れ
は
口
に
出
し
て
弁
じ
よ
う
と
し
て
も
言
葉
を
忘

れ
て
し
ま
う
か
ら
云
え
な
い
よ
と
。
こ
れ
を
判
り
た
か

っ
た
ら
、
俺
と
同
じ
よ
う
な
生
活
を
し
て
み
ろ
と
突
き

放
し
て
い
る
の
で
す
。
つ
ま
り
、
こ
の
四
句
に
盛
ら
れ
て

い
る
人
生
の
真
意
は
何
か
と
云
う
こ
と
は
読
者
に
ゆ
だ

ね
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
。 

私
な
り
に
考
え
れ
ば
「菊
を
采
り
南
の
山
を
見
る
」に

は
、
長
寿
の
願
望
が
あ
り
、
人
間
は
長
生
き
し
た
い
。

そ
れ
と
も
う
一
つ
「日
暮
れ
時
に
烏
が
連
れ
立
っ
て
カ

ア
カ
ア
と
還
っ
て
行
く
」。
塒
へ帰
っ
た
ら
何
を
す
る
か
。

こ
れ
は
休
む
の
で
す
。
烏
は
飛
び
疲
れ
た
ら
塒
へ帰
っ
て

休
む
。
そ
の
よ
う
に
人
間
も
矢
張
り
時
が
来
た
ら
休

め
と
云
う
こ
と
で
す
。
こ
の
二
つ
の
こ
と
を
陶
淵
明
は

こ
の
短
い
詩
で
云
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
を
直
接

長
生
き
し
た
い
、
疲
れ
た
ら
休
め
と
言
っ
た
の
で
は
理

屈
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
う
で
は
な
く
、
こ
う
い
う
情

景
を
見
せ
て
、
自
然
に
分
か
ら
せ
る
。
あ
あ
な
る
ほ
ど

な
あ
と
思
わ
せ
る
。
こ
う
い
う
の
が
詩
人
の
セ
ン
ス
な
の

で
す
。
短
い
言
葉
の
中
で
人
に
深
い
思
い
を
抱
か
せ
る
。

こ
れ
は
た
や
す
い
こ
と
で
は
な
い
。
こ
の
詩
は
本
当
に

良
く
出
来
た
詩
で
す
。
酒
の
こ
と
は
全
く
出
て
来
な
い

が
、
真
意
と
云
う
の
は
、
菊
の
花
を
摘
ん
だ
ら
酒
に
泛

べ
て
飲
む
、
酒
の
こ
と
を
直
接
詠
っ
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、

菊
を
摘
ん
だ
ら
自
然
に
酒
に
泛
べ
て
飲
む
こ
と
に
な
る
、

そ
こ
ら
辺
り
に
酒
の
影
が
あ
る
。 

 

廬
を
結
ん
で
人
里
に
住
ん
で
い
る
け
れ
ど
も 

車
や
馬
の
往
来
の
喧
し
さ
が
無
い 

自
分
も
出
て
行
か
な
い
と
、
人
も
来
な
い
の
だ 

ど
う
し
て
君
、
そ
ん
な
事
が
出
来
る 

こ
の
社
会
に
生
き
て
い
な
が
ら 

こ
の
貴
族
社
会
か
ら
心
が
遠
く
離
れ
て
い
る
か
ら
だ 

そ
う
す
る
と
自
分
が
住
ん
で
い
る
処
が
ど
こ
で
あ
っ
て

も 辺
鄙
に
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
よ 
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俺
の
生
活
を
見
て
み
ろ 

東
の
籬
の
下
で
菊
を
摘
ん
で 

悠
然
た
る
南
の
山
を
見
て
あ
の
よ
う
に
長
生
き
す
る

の
だ 

山
の
気
配
が
ぼ
ー
っ
と
、
山
が
墨
の
よ
う
に
霞
ん
で
い

る そ
の
日
暮
れ
の
靄
の
中
を
烏
が
カ
ア
カ
ア
と
云
い
乍
ら

帰
っ
て
行
く 

一
羽
で
な
く
、
連
れ
立
っ
て
帰
っ
て
い
く 

そ
し
て
家
族
団
ら
ん
し
て
い
る 

こ
の
中
に
本
当
の
意
味
が
あ
る
ぞ 

弁
じ
よ
う
と
し
て
も
言
葉
を
忘
れ
て
し
ま
う
か
ら 

分
か
り
た
か
っ
た
ら
俺
と
同
じ
生
活
を
し
て
み
ろ 

 

傲
然
と
し
た
囁
き
で
す
ね
。
何
遍
も
云
い
ま
す
け
れ

ど
、
彼
は
こ
う
い
う
生
活
を
本
当
に
し
て
い
た
と
考
え

る
必
要
は
な
い
。
そ
れ
は
別
の
問
題
。
こ
う
い
う
詩
の

世
界
を
見
つ
け
て
そ
れ
を
人
に
示
す
。
詩
の
世
界
で

す
。 

 

韻
は
「喧
」｢

偏｣｢

山｣｢

還｣｢

言｣

と
踏
ん
で
い
ま
す
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

   
 

 
 

 
 

 
 

 

（住
田
笛
雄
記
） 

 

（
尚
、
こ
の
続
き
は
次
回
会
報
に
掲
載
を
予
定
し
て
い

ま
す
） 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

春
の
研
修
会
を
終
え
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

城
田
六
郎 

 

本
年
度
の
研
修
会
は
六
月
十
五
日
と
二
十
八
日
の

二
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
十
八
名
と
二
十

四
名
の
参
加
を
得
て
活
発
に
行
わ
れ
た
。 

 

今
回
も
従
来
同
様
「選
句
方
式
」が
採
用
さ
れ
た
。 

田
原
事
務
局
長
の
司
会
よ
ろ
し
き
を
得
て
ス
ム
ー
ズ
に

進
行
し
た
が
、
Ｂ
グ
ル
ー
プ
二
十
四
名
は
や
や
多
す

ぎ
て
、
時
間
不
足
の
感
を
免
れ
な
か
っ
た
。
次
回
以
降

の
検
討
課
題
で
あ
る
。 

 

今
回
と
く
に
感
じ
た
事
は
、
出
席
者
も
顔
な
じ
み
と

な
っ
た
の
で
、
遠
慮
の
な
い
意
見
が
簇
出
し
た
こ
と
で
あ

る
。
切
磋
琢
磨
を
目
指
す
研
修
会
の
主
旨
に
合
致
し

て
大
変
結
構
な
こ
と
で
あ
る
。
作
詩
の
意
図
を
他
人
に

理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
は
、
な
か
な
か
難
し
く
、
と
く

に
自
己
流
の
造
語
や
和
習
が
混
じ
っ
て
い
る
場
合
に
は

な
お
さ
ら
の
事
で
あ
る
。 

 

今
回
Ｂ
グ
ル
ー
プ
の
研
修
会
に
は
、
窪
寺
貫
道
先
生

が
傍
聴
さ
れ
て
最
後
に
い
く
つ
か
の
コ
メ
ン
ト
を
頂
く

事
が
で
き
ま
し
た
。 
そ
の
う
ち
の
一
つ
を
あ
げ
れ
ば 

「辞
書
を
良
く
見
よ
」で
あ
る
。  

 
 

 

（城
田
記
） 

 

両
グ
ル
ー
プ
の
最
高
点
の
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。 

Ａ
グ
ル
ー
プ
は
十
一
点
が
二
人
で
し
た
。 

  
 

 

偶
成 

 
 

 
 

 
 

 
 

田
原
健
一 

皇
京
依
約
坐
茶
房 

 

窓
外
通
衢
車
馬
忙 

 
 

後
輩
頻
談
塵
務
事 

 

咖
啡
酸
味
舊
知
香 

 

 
 

耄
耊
楽
垂
釣 

 
 

 
 

 

内
村
才
五 

四
顧
遥
望
物
候
妍 

 

晴
光
滄
海
白
鴎
天 

  

潮
風
習
習
漁
歌
近 

 

泰
日
垂
綸
自
浩
然 

  
 

Ｂ
グ
ル
ー
プ
は
内
村
さ
ん
が
十
三
点
、
十
一
点
が
二
人

で
し
た
。 

  
 

耄
耊
楽
垂
釣 

 
 

 
 

内
村
才
五 

波
光
瀲
灎
漾
潮
香 

 

凝
視
垂
緡
入
睡
郷 

  

游
蕩
龍
宮
胡
蝶
夢 

 

艶
姫
列
侍
太
公
望 

  
  

 

游
菖
蒲
園 

 
 

 
 

 
 

古
田
光
子 

初
夏
名
園
緑
樹
連 

 

菖
蒲
繚
乱
競
清
妍 

  

賞
花
覓
句
歩
幽
徑 

 

絲
雨
空
濛
濃
紫
鮮 

  
  

 

壽
福
寺
展
實
朝
政
子
墓 

 

城
田
六
郎 

隔
絶
俗
塵
常
閉
門 

 

飛
甍
鬱
樹
蘚
庭
昏 

  

碧
巖
穿
窟
五
輪
塔 

 

蝋
涙
凋
花
香
篆
痕 

  
 

 
 

  

Ａ
と
Ｂ
グ
ル
ー
プ
の
両
方
で
最
高
点
を
得
ら
れ
た
内
村

さ
ん
の
感
想
で
す
。 

 

内
村
才
五
氏  

下
手
な
鉄
砲
も
数
撃
ち
ゃ
当
る
で
す
。 

 

「紛
れ
当
た
り
」と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
こ
の
度

は
、
私
奴
が
そ
の
幸
運
を
射
止
め
て
し
ま
い
ま
し
た
。  

 

入
門
書
に
「他
作
多
捨
」と
あ
り
ま
し
た
の
で
、
な
る

べ
く
多
く
作
る
よ
う
に
努
め
て
参
り
ま
し
た
。
そ
れ
が

良
か
っ
た
の
か
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
兎
に
角
今
回

最
高
点
と
い
う
幸
運
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
元
来
私
は

学
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
此
の
世
界
に
紛
れ
込
み
、
果
た
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し
て
蹤
い
て
ゆ
け
る
か
自
信
は
無
か
っ
た
の
で
す
が
、

漢
詩
な
る
も
の
に
無
性
に
惹
か
れ
横
浜
の
カ
ル
チ
ャ
ー

セ
ン
タ
ー
教
室
、
窪
寺
貫
道
先
生
の
門
を
叩
き
ま
し

た
。 

 

以
来
、
遣
れ
ば
遣
る
ほ
ど
面
白
さ
が
増
し
、
時
に
は

遊
び
仲
間
の
誘
い
も
断
っ
た
こ
と
も
度
々
。
識
ら
な
か

っ
た
世
界
を
手
探
り
で
約
束
事
に
縛
ら
れ
な
が
ら
悪

戦
苦
闘
し
、
何
と
か
一
詩
を
ま
と
め
た
時
の
云
い
知
れ

ぬ
快
感
は
例
え
よ
う
の
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。  

 

窪
寺
先
生
が
、
初
め
は
自
然
の
風
景
を
写
生
す
る
よ

う
に
と
諭
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
お
教
え
を
忠
実
に
守
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
、
が
偶
に
余
計
な
事
柄
等
を
交
え
る

と
必
ず
〝
再
考
〟
の
御
朱
筆
を
頂
戴
い
た
し
ま
し

た
。 

 

住
居
が
三
浦
半
島
突
端
の
油
壺
で
す
の
で
自
然
の
風

光
に
恵
ま
れ
て
い
る
の
が
追
風
と
い
え
る
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。
加
え
て
以
前
の
住
処
も
丹
沢
山
塊
を
控
え
古

寺
名
刹
が
多
く
、
乳
牛
農
家
の
サ
イ
ロ
の
点
在
す
る
牧

歌
的
な
伊
勢
原
で
し
た
の
で
詩
材
に
事
欠
き
ま
せ
ん

で
し
た
。 

 

或
る
と
き
は
丹
沢
山
中
に
分
け
入
っ
て
仙
人
に
な
り

す
ま
し
、
又
或
る
と
き
は
城
ヶ
島
の
礁
に
釣
糸
を
垂
れ

太
公
望
を
気
取
っ
た
り
、
一
作
一
作
が
愉
し
く
て
堪
ら

な
い
と
い
っ
た
具
合
で
、
洵
に
幸
せ
な
老
後
を
迎
え
る

こ
と
が
出
来
た
と
つ
く
づ
く
感
じ
入
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

向
後
益
々
努
力
を
重
ね
出
来
得
る
な
ら
ば
三
千
年

の
後
の
世
に
、
詠
み
人
知
ら
す
で
も
結
構
！
愚
生
の
詩

が
そ
の
時
代
の
人
々
に
読
ん
で
貰
え
れ
ば
！
が
自
惚

れ
た
願
望
で
あ
り
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

総
会
で
挨
拶
さ
れ
る
岡
崎
副
会
長 

 

県
連
か
ら
研
修
会
参
加
の
お
誘
い 

研
修
会
の
選
句
方
式
と
は
、
一
人
一
句
を
投
稿
し
全

員
の
句
を
一
表
に
し
て
（
名
前
を
伏
せ
て
）
事
前
に
配

布
し
ま
す
。
当
日
、
全
員
の
前
で
一
人
持
ち
点
五
点
と

し
て
自
分
の
句
以
外
に
投
票
す
る
も
の
で
す
。
得
点
は

黒
板
に
正
の
字
を
書
い
て
公
開
し
高
得
点
の
人
か
ら

名
前
の
発
表
、
本
人
の
弁
、
質
問
、
議
論
と
進
行
し
ま

す
。 

こ
の
方
式
は
手
間
と
時
間
が
掛
り
ま
す
が
、
い
さ
さ
か

の
緊
張
、
そ
し
て
誰
が
ど
の
句
に
投
票
し
た
か
が
分
か

る
の
が
面
白
い
こ
と
で
す
。
そ
し
て
皆
さ
ん
の
意
見
や

薀
蓄
な
ど
も
出
て
こ
れ
も
勉
強
に
な
る
こ
と
で
す
。 

ま
だ
参
加
し
た
こ
と
の
な
い
方
は
一
度
、
気
軽
に
参
加

く
だ
さ
い
。
初
心
者
も
か
な
り
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
お
持
ち
の
方
へ 

 

当
連
盟
の
会
員
も
百
六
十
名
を
超
え
、
連
絡
の
た
め

の
手
段
は
郵
便
、
電
話
な
ど
だ
け
で
は
益
々
繁
忙
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
連
盟
と
会
員
の
連
絡
の
迅
速
化
と

合
理
化
の
た
め
、
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
お
持
ち
の
方
で

ご
協
力
頂
け
る
方
は 

同
封
の
ハ
ガ
キ
に
ア
ド
レ
ス
を
ご

記
入
下
さ
い
。
当
連
盟
と
の
連
絡
の
み
に
使
用
す
る
も

の
で
、
一
覧
表
に
し
て
会
員
間
に
公
開
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（中
島
記
） 

  
 

 

第
五
回
初
心
者
入
門
講
座
の
感
想 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

飯
島
敏
雄 

 

工
業
高
校
時
代
古
文
と
漢
文
の
担
任
だ
っ
た
先
生

が
ど
こ
か
気
が
合
う
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
か
可
愛
が
っ

て
下
さ
り
、
先
生
の
授
業
に
は
人
一
倍
興
味
を
持
ち
、

図
書
館
で
参
考
書
を
借
り
て
予
習
を
し
て
い
た
の
で
、

そ
の
予
習
し
て
い
た
こ
と
と
先
生
の
話
の
ど
こ
が
違
う

か
比
べ
な
が
ら
聞
く
な
ど
し
て
非
常
に
楽
し
い
授
業
で

し
た
。
特
に
漢
文
の
授
業
で
は
荘
子
と
陶
淵
明
に
心
惹

か
れ
る
も
の
が
あ
り
、
そ
の
五
、
六
年
後
の
大
学
院
生

の
時
は
一
戸
建
て
の
ア
パ
ー
ト
の
周
り
に
柳
を
植
え
て
、

陶
淵
明
の
五
柳
先
生
伝
に
あ
や
か
っ
て
「
五
柳
道
人
」

と
号
を
つ
け
、
一
人
心
酔
し
て
い
た
。
そ
れ
か
ら
四
十

年
、
結
婚
や
大
学
で
工
学
関
係
の
教
育
と
研
究
に
携

わ
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
か
ら
現
実
生
活
に
追
わ
れ
陶
淵

明
の
桃
源
郷
の
よ
う
な
世
界
を
味
わ
う
余
裕
を
す
っ

か
り
忘
れ
、
二
年
前
に
退
職
し
て
時
間
に
余
裕
が
出

来
た
と
き
に
改
め
て
、
趣
味
と
し
て
短
歌
、
俳
句
、
漢

文
の
ど
れ
か
を
勉
強
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
が
、

そ
れ
も
な
か
な
か
始
め
ら
れ
ず
に
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
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折
に
本
講
座
の
四
回
生
で
、
か
つ
勤
務
先
の
大
学
で
同

僚
で
あ
っ
た
川
上
修
己
さ
ん
か
ら
「第
五
回
初
心
者
入

門
講
座
」が
四
月
か
ら
開
催
さ
れ
る
の
で
ど
う
で
す
か

と
の
お
誘
い
を
受
け
、
そ
れ
が
縁
で
漢
詩
に
取
り
組
む

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
高
校
の
時
は
漢
詩
の
決
ま
り
は

字
数
と
句
数
お
よ
び
韻
を
踏
む
こ
と
だ
け
だ
と
思
っ

て
い
ま
し
た
が
、
初
回
の
講
座
で
漢
字
に
は
平
仄
の
区

別
が
あ
り
、
か
つ
そ
れ
を
句
の
中
で
規
則
に
沿
っ
て
並
べ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
韻
も
た
だ
字
の
発
音
の
韻

母
が
合
っ
て
い
れ
ば
良
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
こ
と
、

そ
の
他
詩
語
と
し
て
使
え
る
語
句
が
あ
る
こ
と
な
ど

を
講
座
の
中
で
学
習
し
、
漢
詩
を
作
る
の
は
簡
単
で
は

な
い
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
三
回
目
の
講
座
か
ら
は

「春
」と
い
う
課
題
を
与
え
ら
れ
て
七
言
絶
句
を
作
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
詩
語
集
か
ら
字
句
を
選
ぼ
う

と
し
て
も
適
当
な
も
の
が
見
つ
か
ら
ず
、
ま
た
そ
れ
と

は
別
に
自
分
の
言
葉
を
入
れ
よ
う
と
し
て
字
の
小
さ

な
漢
和
辞
典
を
引
く
と
意
味
は
合
う
が
平
仄
が
合
わ

な
く
て
そ
の
字
は
使
え
な
い
な
ど
悪
戦
苦
闘
の
連
続
で
、

あ
っ
と
い
う
間
に
夜
中
の
二
時
、
三
時
に
な
り
、
「余
り

無
理
を
し
て
は
だ
め
！
」と
家
内
に
何
度
も
怒
ら
れ
ま

し
た
。
講
座
の
最
終
回
は
各
自
の
作
っ
た
漢
詩
の
発
表

で
し
た
。
他
の
方
の
作
品
に
比
べ
る
と
自
分
の
作
品
は

詩
と
い
う
よ
り
も
文
の
よ
う
で
、
何
か
「ぴ
し
っ
と
き
ま

っ
た
」感
じ
が
し
な
い
と
反
省
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
し
か

し
未
だ
稚
拙
な
も
の
し
か
作
れ
ま
せ
ん
が
漢
詩
作
り

に
一
歩
踏
み
出
す
こ
と
が
出
来
た
こ
と
は
自
分
と
し

て
は
満
足
で
、
今
後
は
で
き
る
だ
け
沢
山
の
漢
詩
に
触

れ
、
自
分
で
使
え
る
語
彙
を
増
や
し
て
い
か
ね
ば
と
、

家
内
に
ま
た
買
っ
た
の
と
言
わ
れ
な
が
ら
漢
詩
の
本
を

買
い
ま
く
り
，
そ
れ
を
乱
読
し
て
い
ま
す
。
六
回
の
短

い
講
座
で
し
た
が
先
生
方
に
は
懇
切
丁
寧
な
指
導
を

し
て
い
た
だ
き
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
多
く

の
方
々
と
お
知
り
合
い
に
な
れ
た
こ
と
も
今
回
の
講

座
で
の
大
き
な
収
穫
で
し
た
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

東
日
本
大
震
災
の
漢
詩  

三
月
十
一
日
の
東
日
本
大
震
災
は
、
そ
れ
に
伴
っ
て
起

こ
っ
た
原
発
事
故
と
相
ま
っ
て
、
今
ま
で
に
例
を
見
な

い
大
惨
事
で
、
４
ヶ
月
経
っ
た
今
な
お
復
興
が
十
分
に

進
ん
で
い
な
い
現
状
に
あ
る
。  

窪
寺
先
生
が
災
害

を
悼
ん
で
五
言
古
詩
を
詠
ん
で
お
ら
れ
る
が
、
多
く
の

連
盟
会
員
の
方
々
も
同
じ
よ
う
に
災
害
を
悼
ん
だ
詩

を
発
表
し
て
お
ら
れ
る
。 

岡
崎
副
会
長
が
こ
れ
ら
の

震
災
関
連
の
詩
を
集
め
ら
れ
た
の
で
、
こ
こ
に
ま
と
め

て
示
し
、
被
災
地
で
日
々
ご
苦
労
さ
れ
て
い
る
皆
様
方

への
哀
悼
と
激
励
の
気
持
ち
と
し
た
い
。 

尚
、
震
災
関
連
の
詩
は
研
修
会
で
も
多
く
取
り
上
げ

ら
れ
，
Ａ
グ
ル
ー
プ
で
五
篇
，
Ｂ
グ
ル
ー
プ
で
二
篇
あ

る
が
、
こ
れ
ら
は
十
分
な
推
敲
が
済
ん
で
い
な
い
詩
も

あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
割
愛
し
た
。  

 
（三
村
記
） 

  
 

辛
卯
東
日
本
大
震
災
発
生
偶
感 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

窪
寺
貫
道 

 

鼇
載
五
山
久 

 

鼇
は
五
山
を
載
せ
て
久
し
く 

 

天
柱
地
維
完 

 

天
柱
地
維
は
完
し 

 

何
図
一
朝
變 

 

何
ぞ
図
ら
ん
一
朝
に
し
て
変
ず 
 

鼇
顚
柱
維
残 

 

鼇
は
顚
じ
柱
維 

残
わ
る 

 

坤
元
九
級
震 

 

坤
元 

九
級
に
震
い 

 

海
嘯
即
遠
看 

 

海
嘯 

即
ち
遠
く
看
る
も 

 

千
村
還
萬
落 

 

千
村 

還
た
万
落 

 

刹
那
任
狂
瀾 

 

刹
那 

狂
瀾
に
任
す 

 

大
堤
崩
汀
渚 

 

大
堤 

汀
渚
に
崩
れ 

 

快
車
転
陌
阡 

 

快
車 

陌
阡
に
転
ず 

 

無
數
遂
浪
屋 

 

無
数 

浪
を
逐
う
屋 

 

幾
百
航
陸
船 

 

幾
百 

陸
を
航
る
船 

 

潮
去
瓦
礫
阜 

 

潮
去
り
瓦
礫
の
阜 

 

尸
骸
不
知
員 

 

尸
骸 

員
を
知
ら
ず 

 

親
子
空
相
索 

 

親
子 

空
し
く
相
い
索
め 

 

滄
桑
發
眼
前 

 

滄
桑 

眼
前
に
発
る 

 

剰
困
原
子
厄 

 

剰
え
困
ず
原
子
の
厄 

 

誰
鎖
沃
火
酸 

 

誰
か
鎖
さ
ん
や
妖
火
の
酸
た
る
を 

 

此
凶
何
故
降 

 

此
の
凶 

何
の
故
に
か
降
る 

 

人
疏
天
為
天 

 

人
は
疏
ん
ず
天
の
天
た
る
を 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

    
 

 
 

東
北
關
東
大
震
災 

 
 

 

花
田
裕 

三
陸
磐
城
襲
震
災 

即
望
海
嘯
遡
灣
來 

瞬
時
街
巷
化
荒
土 

萬
落
千
村
壞
屋
堆 

  
 

 
 

福
島
異
變 

 
 

 
 

 
 

 

田
原
健
一 

火
龍
震
怒
不
能
羈 

吐
爓
放
氛
牢
外
窺 

惶
駭
村
村
棄
家
遁 

畏
聞
馴
養
僭
人
爲 

  
 

 

東
北
關
東
大
震
災
即
事 

 

酒
井
謙
太
郎 

地
搖
波
湧
恣
騰
奔 

壞
屋
掠
人
災
禍
痕 

筆
舌
難
描
悲
惨
極 

毎
看
電
視
只
忘
言 
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東
日
本
大
震
災 

 
 

 
 

城
田
六
郎 

戴
地
巨
鼇
千
里
奔 

拍
天
海
嘯
萬
家
呑 

路
旁
頽
屋
有
人
語 

旬
日
飢
寒
媼
與
孫 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

 
 

 

東
日
本
大
震
災
偶
成 

 

圓
谷
照
男 

海
哮
地
裂
咎
殃
中 

田
宅
人
車
一
瞬
空 

尚
有
遊
魂
萬
餘
嘆 
被
災
黎
庶
夢
興
隆 

 
 

 
 

東
日
本
大
震
災
小
景 

 
岡
崎
満
義 

海
邊
荒
土
幾
牛
馳 

空
浴
春
風
食
草
姿 

原
子
妖
氛
籠
一
帶 

牧
夫
不
見
去
何
之  

 
    

 
 

素
書
と
は
何
な
り 

 
 

岡
崎
勝
郎 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

私
の
枕
辺
に
渡
辺
精
一
訳
註
「素
書
」（明
徳
出
版
社
）

一
冊
が
あ
る
。
こ
れ
が
な
か
な
か
曰
く
つ
き
の
本
な
の 

で
あ
る
。
二
百
頁
の
薄
冊
だ
が
巻
頭
で
渡
辺
氏
の
解
説

が
略
四
〇
頁
に
渉
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
始
皇
帝
の
乗
っ

た
輦
に
子
房
が
鉄
椎
を
投
げ
つ
け
て
遁
げ
、
圯
上
で
老

人
に
出
会
い
そ
こ
で
老
人
か
ら
授
け
ら
れ
た
書
物
が
こ

れ
と
い
う
の
だ
。
史
記
で
は
こ
の
書
の
こ
と
を
太
公
兵

法
と
い
っ
て
い
る
が
。 

子
房
は
そ
の
足
で
沛
県
の
劉
邦
の
も
と
に
参
じ
二

十
年
後
、
漢
王
高
祖
（
劉
邦
）
の
功
臣
張
良
と
な
る
。

時
代
下
が
っ
て
前
漢
か
ら
後
漢
へ替
る
赤
眉
の
乱
の
と

き
、
野
盗
が
張
良
の
墓
を
発
い
た
。
こ
の
時
棺
の
中
か

ら
出
て
き
た
の
が
こ
の
書
で
、
そ
れ
が
人
間
への
触
れ
始

め
と
な
っ
た
と
い
う
事
情
。 

晩
唐
の
頃
、
杜
光
庭
が
自
書
「仙
伝
拾
遺
」に
“後
人

そ
の
書
を
謂
い
て
老
人
の
称
す
黄
石
に
符
し
て
黄
石
公

書
と
為
す
”と
記
し
た
。 

そ
の
書
を
謂
い
て
と
あ
る
よ
う
に
こ
の
書
は
実
在
し
た

と
考
え
ら
れ
る
。
更
に
時
代
下
が
っ
て
北
宋
の
代
、
こ

の
書
は
三
略
ま
た
は
黄
石
公
素
書
た
ん
に
素
書
と
名

称
を
替
え
て
、
実
際
の
原
本
の
有
無
と
そ
れ
に
亦
夥
し

い
古
書
の
内
の
ど
れ
が
其
な
る
や
も
判
別
し
が
た
い
侭

に
な
っ
て
い
た
。 

歐
陽
修
は
「新
唐
書
」で
枕
中
素
書
と
し
て
こ
れ
を
名

指
し
し
、
蘇
軾
は
素
書
の
存
在
は
認
め
て
い
た
ら
し
い
。

勿
も
黄
石
公
に
は
首
を
傾
げ
“不
問
黄
公
覓
素
書
”と 

七
絶
に
草
し
て
い
る
。 

書
名
の
目
録
は
有
っ
て
実
本
が
無
い
、
実
本
に
た
い
し

て
複
数
の
書
名
な
ど
の
紛
ら
わ
し
い
例
は
中
国
で
は
め

ず
ら
し
く
な
い
よ
う
だ
。 

処
が
こ
こ
に
張
商
英
な
る
人
物
が
「黄
石
公
素
書
」

を
自
ら
撰
（著
）し
て
刊
行
し
た
の
で
あ
る
。
学
者
達
に

よ
る
論
及
が
沸
騰
し
た
の
は
実
に
こ
の
北
宋
の
代
で
あ

る
。
私
が
手
元
に
す
る
素
書
が
即
ち
こ
れ
で
、
そ
の
序

文
に
は
二
百
年
前
に
杜
光
庭
が
記
し
た
事
柄
が
ま
る

で
そ
の
侭
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

盗
の
子
房
の
塚
を
曝
き
し
折
、
玉
枕
の
中
に
こ
の
書
を

獲
た
り
、
凡
て
一
三
三
六
字
（こ
こ
ま
で
杜
の
記
）上
に

秘
戒
あ
り
不
道
不
神
不
賢
の
人
に
伝
う
る
を
許
さ
ず

（商
英
）と
記
さ
れ
て
い
る
。 

本
文
は
比
較
的
短
文
の
章
で
な
り
、
こ
れ
に
商
英
の

註
釈
括
弧
つ
き
で
符
さ
れ
る
。
一
例
す
れ
ば
、
危
国
無

賢
人
、
乱
世
無
善
人
｛
非
無
賢
人
善
人
、
不
能
用
故

也
｝
―
―
賢
人
無
き
に
非
ず
用
い
る
能
わ
ざ
る
が
故

な
り
と
商
英
の
註
釈
で
あ
る
。
訓
話
文
に
註
釈
即
ち

解
釈
の
諸
相
と
い
っ
た
形
。
た
だ
如
何
せ
ん
訓
話
文
が

悉
く
春
秋
戦
国
の
諸
子
百
家
の
文
辞
、
所
構
わ
ず
の

剽
窃
で
あ
る
。 

当
代
の
学
者
の
多
く
が
こ
の
著
を
「膚
語
剽
拾
な
り

と
し
て
呵
っ
て
斥
く
」
（
黄
震
）
と
し
た
。
明
代
の
胡
応

麟
は
「黄
石
公
素
書
は
宋
代
の
張
商
英
の
偽
撰
せ
し
も

の
」と
断
じ
た
。
わ
づ
か
に
南
宋
の
代
に
朱
熹
（朱
子
）

は
商
英
の
関
わ
り
し
た
素
書
の
原
本
の
存
す
る
こ
と

を
信
じ
て
い
た
。
つ
ま
り
素
書
の
本
文
ま
で
偽
撰
し
た

と
は
考
え
て
い
な
い
。
か
た
を
も
つ
学
者
も
い
た
の
で
あ

る
。 識

者
の
多
く
か
ら
反
故
に
さ
れ
て
し
ま
っ
た
本
。
商

英
に
は
気
の
毒
だ
が
見
方
を
変
え
れ
ば
誹
謗
さ
れ
る

こ
と
で
誹
謗
し
た
相
手
を
虚
仮
に
す
る
屈
折
し
た
報

復
を
、
私
は
こ
れ
を
魯
迅
の
詐
術
め
い
た
筆
法
を
こ
の

人
商
英
に
勘
ぐ
る
。
青
史
に
列
せ
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う

詩
文
英
才
の
幾
人
か
を
傍
ら
に
見
て
、
顧
み
て
己
れ
の

不
如
意
か
ら
の
鬱
勃
た
る
対
抗
心
を
。 

さ
て
、
素
書
原
本
果
た
し
て
実
在
し
た
か
ど
う
か
。 

子
房
の
訊
ね
に
老
人
は
あ
の
山
の
麓
に
黄
色
い
大
石

が
あ
る
、
そ
れ
が
儂
じ
ゃ
と
応
え
た
。
渡
辺
氏
は
概
ね

原
本
の
実
在
し
た
側
に
立
っ
て
い
る
。 

盛
唐
の
李
賀
に
秋
水
釣
紅
渠 

仙
人
待
素
書
の
詩

が
あ
り
、
元
稹
に
偶
然
遊
女
暫
相
親 

素
書
三
巻
留

為
贈
の
律
詩
が
あ
る
。
そ
う
い
え
ば
あ
の
非
攻
の
墨
翟

も
周
狄
山
で
神
人
か
ら
素
書
を
授
け
ら
れ
た
と
聞
く
。

仙
人
が
人
間
に
書
を
贈
る
と
い
う
古
来
の
伝
説
が
あ
っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
。 

こ
こ
で
張
良
を
再
度
引
き
合
わ
そ
う
。
功
臣
終
に
は

奸
臣
と
讒
せ
ら
れ
、
商
鞅
・李
斯
の
如
く
命
を
絶
や
す

例
の
多
い
な
か
、
張
良
は
後
年
“嗜
を
絶
ち
欲
を
禁
づ
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る
は
累
を
除
く
所
以
”と
、
遠
地
の
小
領
主
と
な
り
、

自
ら
隠
士
と
な
し
て
生
を
全
う
し
た
。 

牀
上
で
往
生
し
黄
石
老
人
か
ら
授
か
っ
た
書
を
共
に

棺
中
に
納
め
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。
以
為
ら
く
盗
が
か

れ
の
墓
を
発
い
た
の
が
抑
の
発
端
で
あ
っ
た
。 

 
 

題
黄
石
公
素
書 

 
 

商
英
倐
忽
遺
奇
篇 

剽
窃
無
稽
智
者
捐 

 

坡
老
何
為
斯
枕
側 
倣
哉
李
賀
慕
神
仙  

   

柳
宗
元
詩
選 

を
読
む 

 
 

 
城
田
六
郎 

  

本
年
五
月
に
「柳
宗
元
詩
選
」が
岩
波
文
庫
よ
り
刊
行 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

さ
れ
た
。
柳
宗
元
の
詩
は
幾
つ
か
詠
ん
だ
こ
と
は
あ
る

が
、
体
系
的
に
鑑
賞
し
た
こ
と
が
な
い
の
で
早
速
講 

入
し
た
。 

彼
は
三
十
三
歳
の
時
、
永
州
へ貶
謫
さ
れ
、
十
年
後
に 

更
に
南
の
柳
州
に
貶
謫
さ
れ
て
四
年
後
に
其
の
地
で 

病
没
し
た
。 

 

柳
宗
元
の
詩
は
貶
謫
の
文
学
で
あ
る
。
山
水
を
愛
で 

る
こ
と
で
貶
謫
の
苦
悶
を
乗
り
越
え
よ
う
と
し
た
態 

度
が
永
州
時
代
の
詩
で
あ
り
、
切
々
と
し
た
心
情
を 

吐
露
す
る
た
め
の
長
詩
が
多
い
。
そ
の
中
で
無
心
の
境

地
を
獲
得
し
た
も
の
が
有
名
な
次
の
五
絶
で
あ
る
。 

  

江 

雪 

千
山
鳥
飛
絶 

 

千
山 

鳥 

飛
ぶ
こ
と
絶
ゆ 

萬
徑
人
蹤
滅 

 

万
径 

人
蹤 

滅
す 

孤
舟
蓑
笠
翁 

 

孤
舟 

蓑
笠
の
翁 

獨
釣
寒
江
雪 

 

独
り
釣
る
寒
江
の
雪 

 

こ
の
詩
選
に
は
大
き
な
特
色
が
あ
る
。
通
常
の
詩
選
は 

語
釈
と
通
釈
の
み
で
あ
る
が
、
訳
者 

下
定
雅
弘
氏
は 

さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
の
詩
の
背
景
に
つ
い
て
、
多
く
の 

ペ
ー
ジ
を
割
い
て
い
る
。
我
々
初
学
者
が
少
し
で
も 

 

真
髄
に
触
れ
ら
れ
る
よ
う
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
の
が

嬉
し
い
。  

  

秋
の
吟
行
会 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

江
の
島
の
詩
碑
を
訪
ね 

 

展
望
灯
台
か
ら
太
平
洋
を
一
望
し
よ
う
！ 

 

□ 

日
時 

 
 

９
月
１
３
日
（火
） 

１
０
時
～
１
６
時 

□ 

集
合
場
所 

 

江
ノ
電 

「江
ノ
島
駅
」     

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ま
た
は
小
田
急 

「片
瀬
江
ノ
島
駅
」改
札
口
前 
 

 
 

１
０
時
集
合   

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

両
場
所
と
も
役
員
が
待
機
し
ま
す 

 
 

 
 

（江
ノ
島
を
バ
ッ
ク
に
全
員
で
写
真
撮
影
予
定
）  

 
 

 
  

□ 
行
程 

 
 

後
藤
新
平
詩
碑
→ 

中
津
宮
→
展
望 

 

 
灯
台
→
服
部
南
郭
詩
碑
（希
望
者
） 

□ 

昼
食
及
び
懇
親
会 

「か
な
が
わ
女
性
セ
ン
タ
ー
」 

 

１
３
時
～
１
６
時 

□ 

柏
梁
体 

  

韻
字
と
用
紙
は
集
合
時
に
配
布
、  

 

 

散
策
途
中
に
作
っ
て
下
さ
い
。 

 
 

 
 

 
 

懇
親
会
で
石
川
先
生
に
選
ん
で
頂
き
、
秀 

 
 

 
 

  
 

作
を
披
露
し
ま
す
。 

□ 

参
加
費 

 

３
０
０
０
円
（昼
食
代
・エ
ス
カ
レ
ー
タ

 

代
・展
望
灯
台
登
乗
費
） 

□ 

申
込
み 

 

同
封
葉
書
に
て
８
月
２
０
日
ま
で
に 

 
   

 
 

 
 

 
 

返
事
を
下
さ
い
。  

 
 

 
 

 

（高
津
記
） 

 
平
成
２
２
年
度
決
算
実
績
と 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

平
成
二
十
三
年
度
予
算  

 

５
月
１
８
日
の
総
会
で
承
認
さ
れ
た
決
算
／
予
算
は

左
表
の
通
り
で
あ
る
。
郵
便
局
今
期
末
残
高 

１
８
万

４
千
円
。 

 
  

             
［収入］ ［支出］ 
費目 ２３年予算 ２２年実績 費目 ２３年予算 ２２年実績 
会員会費   ２６０   ２５４ 通信費    ５５    ５２ 
懇親会費   ３００   ２５０ 懇親会費   ２８０   ２３７ 
研修会参加費    ４０    ３７ 印刷コピー費    ５５    ５３ 
詩集頒布代    ５０     ３ 文具雑品費    ２５    ２８ 
寄付金    ４０    ３２ 会場関係費   １００    ９７ 
その他    １０    ２８ 詩集発行費   １６８     ０ 
   郵便局振込み    １０    １０ 
   その他     ７    ４５ 
合計   ７００   ６０４    ７００   ５２２ 
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今
年
度
後
半
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
”  

カ
レ
ン
ダ
ー
に
予
定
を
記
入
し
ま
し
ょ
う 

 
一
、
秋
の
研
修
会 

従
来
と
同
じ
「選
句
会
方
式
」を
採
用
。  

２
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
実
施
し
ま
す 

都
合
の
い
い
日
を
選
ん
で
下
さ
い 

・ 

時
期 

 
Ａ
グ
ル
ー
プ 

 

１
０
月
１
１
日
（火
）  

 

午
後
１
時
～
５
時 

 
 

 
 

     
Ｂ
グ
ル
ー
プ 

 

１
０
月
２
７
日
（木
）  

 

午
後
１
時
～
５
時 

・ 

場
所 

 

神
奈
川
近
代
文
学
館 

 

２
階
会
議
室 

・ 

申
込 

 

同
封
の
返
信
用
葉
書
に
て 

 
 

申
込
期
限 

８
月
２
０
日
（土
） 

必
着 

・ 

詩
稿
提
出
期
限 

 

Ａ
，
Ｂ
グ
ル
ー
プ
共
に 

 

９
月
２
０
日
（火
） 

・ 

詩
稿
提
出
先 

 
  

〒 259-1304
 

秦
野
市
堀
山
下
６
０
０
～
９ 

水
城
ま
ゆ
み
宛 

 
 

 
 

（注
意
） 

詩
稿
提
出
先
の
住
所
は
申
込
葉
書
（同
封
）と
異
な
り
ま
す
の
で
ご
留
意
下
さ
い 

   

二
、
新
人
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
会 

 
 

 
 

 

春
の
初
心
者
入
門
講
座
に
参
加
さ
れ
た
方
を
中
心
に
新
人
研
修
を
行
い
ま
す 

 
 

 
 

 

・ 

時
期 

 
 

 
 

１
０
月
５
日
（水
）  

午
後
１
時
～
５
時 

 
 

 
 

 

・ 

場
所 

 

神
奈
川
近
代
文
学
館 

 

２
階
会
議
室 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

参
加
者
は
自
作
の
七
絶
一
首
、
そ
の
コ
ピ
ー
を 

３
０
部
持
参
下
さ
い  

 

三
、
秋
の
吟
行
会 

 
 

 
 

 

今
回
は
ま
だ
夏
の
薫
り
が
残
る 

「江
ノ
島
」の
散
策
で
す 

 

詳
細
は 

１
１
ペ
ー
ジ
を
参
照
下
さ
い 

 
 

 
 

 

・ 

時
期 

 
 

 
 

９
月
１
３
日
（火
）  

午
前
１
０
時
集
合 

 
 

 
 

 

・ 

場
所 

 

江
ノ
島
電
鉄
「江
ノ
島
駅
」  

ま
た
は
小
田
急
電
鉄
「片
瀬
江
ノ
島
駅
」 
改
札
口
前 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（両
場
所
と
も
役
員
が
待
機
し
ま
す
） 

 
 

 
 

 

・ 

昼
食 

 

神
奈
川
女
性
セ
ン
タ
ー 

 
 

 
 

 

・ 

申
込 

 

同
封
の
返
信
用
葉
書
に
て 

 

申
込
期
限 

 

８
月
２
０
日
（土
） 

必
着 

 
 

 
 

 

・ 

費
用 

 

３
千
円 
 

『編
集
後
記
』  

  

五
月
の
総
会
で
新
し
く
導
入
さ
れ
た
運
営
委
員
会

制
度
の
下
で
の
初
め
て
の
会
報
編
集
で
あ
る
。 

五
月
末
の
委
員
会
で
、
中
島
龍
一
、
吉
岡
昭
夫
、
三 

村
公
二
の
三
名
が
会
報
編
集
担
当
に
決
ま
り
、
早
速 

編
集
作
業
に
取
り
掛
か
っ
た
。 

昨
年
ま
で
は
、
七
月
中
旬
に
は
皆
様
に
会
報
が
届
い
る

の
で
、
発
刊
ま
で
に
後
一
ヶ
月
し
か
な
い
、
そ
の
上
、
編

集
の
具
体
的
作
業
を
マ
ス
タ
ー
し
て
い
な
い
、
掲
載
予

定
項
目
が
多
い
の
に
原
稿
依
頼
が
済
ん
で
い
な
い
も
の

が
あ
る
な
ど
、
無
い
無
い
尽
く
し
の
中
で
、
パ
ソ
コ
ン
と

格
闘
し
、
戸
惑
い
の
連
続
の
中
で
、
漸
く
発
刊
に
こ
ぎ

つ
け
た
。 

 

出
来
上
が
っ
た
会
報
の
初
刷
り
を
見
る
と
、
い
ろ
い

ろ
気
に
か
か
る
不
出
来
な
箇
所
が
散
見
さ
れ
る
。
し

か
し
、
そ
れ
を
再
修
正
す
る
時
間
も
無
い
の
で
、
今
回

は
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
皆
さ
ん
の
所
に
お
届
け
す
る
事

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
不
出
来
は
初
め
て
の
編
集
だ
と

言
う
事
で
お
許
し
願
い
た
い
。 

そ
れ
に
し
て
も
、
こ
の
仕
事
を
こ
れ
ま
で
お
一
人
で
担

当
し
て
こ
ら
れ
た
田
原
事
務
局
長
の
ご
苦
労
に
は
あ

ら
た
め
て
頭
が
下
が
る
思
い
で
あ
る
。
引
き
続
き
ご
指

導
い
た
だ
き
な
が
ら
、
新
人
三
人
組
も
こ
れ
か
ら
頑
張

る
ぞ
と
申
し
上
げ
て
編
集
後
記
と
し
た
い
。 

尚
、
会
報
題
字
は
石
川
省
吾
理
事
に
お
願
い
し
、
編
集

者
交
代
を
期
に
一
新
し
た
。
今
後
、
会
報
の
題
字
は
こ

れ
を
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(

三
村
記) 


